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Ⅲ ま と め
幼小接続の取組は，子ども同士や教職員など人的な連携を進める中で「幼児期から児童期へ
のつながりの確保」という重要な課題への取組となる。つまり，幼小連携の関係を明らかにす
るということは，子どもが幼稚園の教育から小学校の教育に円滑に無理なく移行できるという
高い価値が内在している。
このような円滑な接続には，教職員が幼児期と児童期の教育課程や指導方法の違い，そして
子どもの発達や学びの現状を正しく理解する力を必要とすることが本研究において明らかになっ
た。幼児期の教育を担当する教職員は児童期の教育を見通す力を，そして児童期の教育を担当
する教員は幼児期の教育を見据える力が必要なのである。その上で，今の教育活動を構築しな
ければならない。つまり幼小の円滑な接続には，教職員の資質能力の向上が課題となることが
理解できる。
また，本研究では，幼児期と児童期の教育双方が接続を意識する期間を「接続期」というつ
ながりとして捉え，小学校のスタート期において生活科を核とした合科的な指導などを提案し
た。しかし，確かな「接続期」のカリキュラムを作成するには，卒園前のアプローチ期おける
具体的な取組を含めて，更に実践的に研究を進めて行かなければならない。
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